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2 のグラフは次のようになる。かなり直線に近いが、すこしカーブを描いている。
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= 4.666 · · · に近い値であるが異なる値となっている（曲がっている分だけ長い）。

　資料置場

　　　　 https://www.gen.kanagawa-it.ac.jp/takeda/class/



積分の別解
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《おまけ》
・y = x2 (0 ≦ x ≦ 1)の長さについて

　 y′ = 2xであるから、曲線の長さは
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・重積分の応用

　　１．重積分の変数変換（置換積分）

　　　　
∫∫

2 ≦ x+ y ≦ 4
0 ≦ x− y ≦ 2

x− y

(x+ y)2
dxdy

　　２．重積分の応用（曲面積を求める）

　　　　　曲面 z = xyの {(x, y, z) | 0 ≦ x2 + y2 ≦ 22 }にある部分の面積を求めよ。
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